





































総人口 日本人 外国人 ジル人
1989年 平成元年 107,589 107,167 422 0
1990年 平成2年 107,813 107,381 432 14
1991年 平成3年 107,981 107,474 507 57
1992年 平成4年 108,310 107,766 544 144
1993年 平成5年 108,571 107,922 649 225
1994年 平成6年 109,032 108,240 792 379
1995年 平成7年 109,668 108,910 758 337
1996年 平成8年 109,897 108,967 930 512
1997年 平成9年 110,126 108,793 1,333 911
1998年 平成10年 1l0,333 108,996 1,337 907
1999年 平成11年 110,909 109,292 1,617 1,213
2000年 平成12年 111.190 109,482 1,708 1,322
2001年 平成13年 1l0,985 109,539 1,446 1,039
2002年 平成14年 111,273 109,879 1,394 955
2003年 平成15年 111,082 109,734 1,348 853
2004年 平成16年 111,307 110,002 1,305 719
2005年 平成17年 111,310 109,883 1,427 796
2006年 平成18年 111,535 109,880 1,655 976
2007年 平成19年 111,470 109,616 1,854 1,057
2008年 平成20年 111,406 109,357 2,049 1,202
2009年 平成21年 110,839 109,033 1,806 1,075
2010年 平成22年 1l0,266 108,536 1,730 1,008
2011年 平成23年 109,956 108,363 1,593 873
2012年 平成24年 109,345 108,023 1,322 526











































2009年度 31 2.32/16 3.61/26 1.00
2010年度 40 2.83/20 3.50/45 1.00
2011年度 32 3.50/15 2.66/22 1.00
2012年度 34 2.61/19 2.82/34 1.06
2013年度 39 3.87/21 2.64/23 1.03



































































































































被調査者 所要時間 活動参加回数 所属する専門分野 参加年度
A 24｣O1 l1 国際関係 2010~
B 20108 1 保健 2013～
C 27115 4 国際関係 2012～
， 24'15 6 国際関係 2012
E 33119 40 国際関係（卒業生） 2009～2012
F 18'54 1 学校教育 2013~
G 58116 31 地域（卒業生） 2009～2010
H 15123 4 自然システム 2013～
I 13156 1 電子情報 2013～
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＜表4＞インタビュー調査から見られたカテゴリー／分類
カテゴリー 下位分類
l)活動参加のきっかけ
①参加に関すること 2）参加の理由
3）不参加の理巾
l)活動内容
②活動の内容に関すること
2）子どもたちとの関係
3）活動自体の問題点
4）活動への提案
l)学んだこと
③活動を通した感想
2）難しかったこと
3）自分の生活への影響
4）外国にルーツを持つ児童生徒のイメージ
で第1回目の活動参加に臨んでいるということが言える。また，共通する外的要因は，
｢大学生以外の年代と触れ合う機会｣，「他学類，他学年の学生と交流できる」などの
｢人脈を広げる」ことに関するものである。それと同時に，不参加の理由としても外的
要因が最も多く挙げられた。就職活動，卒業論文，部活，授業課題実験などの学生
としての活動や特にアルバイトが忙しく，時間がなかなか取れないという理由である。
しかし，何か特別用事があるわけではないが旧曜の時間を取られるのは困る」とい
う意見が聞かれる一方，旧曜の時間を有効に使える」という意見もあった。学生たち
は普段の生活の中で外国人や子どもと交流することが少ないが，スタディ・サポート
活動に参加することで外国にルーツを持つ子どもと交流したり，外国人市民の状況や
日本語教育に関する新たな知見を得たりすることができる。こうしたことは，彼ら．
彼女らにとって新鮮なことであり，また喜びとなっているのであろう。
次に，多くの学生が活動を活発にするための提案として子どもたちとの「勉強以外
の交流」や「大学生同士の交流」を挙げている。彼ら．彼女らは，当事者と学生ボラ
ンティアおよび学生ボランティア同士の良好な人間関係の構築が活動を活性化するた
めに重要だと考えているのである。それと同時にこれは，学生が求めている「人脈作
り」という要素を満たすために出てきた意見でもあると言える。
活動全般に対する感想をみると，「新しい興味につながった」や「他の活動に参加す
るきっかけ」など自分の生活への影響が挙げられている。また，「日曜日の過ごし方」
については，日曜日に活動すると他に何もできなくなり続けて参加するのは厳しいと
いう意見がある一方で，ただ何もせず過ごすより，自分の視野を広げることができ，
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勉強になる楽しい活動であり，日曜日を有効に使えるという意見も寄せられた。活動
に継続的に参加することで大事な日曜日を取られてしまうと考える学生と，逆に日曜
日を有効活用できると考える2種類の学生が存在するのである。前者のタイプの学生
は概して継続的に参加することを責任感や義務感から捉えており，心理的な負担を感
じている。後者のタイプの学生はあまり責任感や義務感を強く意識しておらず，スタ
ディ・サポートを楽しい自由な活動の一つとしてとらえ，むしろ参加できない時は欠
席し，参加できる時に出席すればよいとの比較的余裕のある考え方を持っている。こ
うしたタイプの学生は，長期的に見れば，たとえ欠席の期間があったとしても結果的
に継続的に活動している。
V.まとめ
最後に，小松市で実践している学習支援活動の全般的課題を示すことで，本論のま
とめとしたい。
最初に挙げるべきは，やはり，教育の「義務化」の問題である。前述のように，外
国籍の子どもたちの教育を受ける権利は，日本において彼ら．彼女らに対する教育の
｢義務化」がなされない限り十分に保障されない。「子どもの権利条約」を引くまでも
なく，外国をルーツに持つ子どもたちの教育は，行政を含む日本社会全体の責任の下
で，母語･母文化教育の保障も含めて積極的かつ適切に進められるべきである。本来，
｢子どもスタディ・サポート小松」のような学習支援活動はあくまでも補助的なものに
とどまるべきものである。その意味でも十分な教育体制を伴う多文化共生型の社会の
創出が待たれるが，限界のある現行の制度のもとでも行政・教育委員会に積極的・継
続的に働きかけ，より実効的な支援策を実行できるよう連携したい。
次に挙げるべきは，外国にルーツを持つ当事者自身との連携である。本来「子ども
スタディ・サポート小松」のような活動は，当事者白身とそれを支えるボランティア
とが共に対等な立場で協働しつつ発展するのが理想であるが，残念ながら小松市の活
動においては，当事者との連携はいまだ大きな課題である。発足後6年経っているも
のの学習支援活動への認知がまだ完全に浸透していないということもあるU22,保護
者の経済状況が不安定で転居･帰国する家族も多いという事情も確かにある。しかし，
子どもたちの将来を左右する教育の問題に関しては，小松市国際交流協会等ともさら
に連携しながら，当事者自身をより強く巻き込んでいく工夫が必要だと思われる。理
想としては，サポートを受けた子どもたちが高校・大学に進学した後，自分たちがボ
ランティアとして戻ってきて，他の学生ボランテイアと協力して活動にあたる循環型
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の活動である。
最後に，ボランティア学生の意識の問題も挙げなくてはならない。現在の活動方針
は「参加できるときに参加する」という自由度の高いものである。論者・平沢の指摘
のようにそれによって継続的参加を可能にしている面もあるが，逆に一，二回の活動
で終わってしまう学生も残念ながら相当数存在する。もちろん，活動を実際に見学し
十分に納得してから継続的に参加するということが原則であるのはそれはその通りな
のであるが，現代の学生の気質なのか，自分のイメージどおりの活動でなければ参加
をためらう，あるいは辞めてしまう学生が多い。その意味でも，自由な雰囲気の活動
であり続けながらも，外国にルーツを持つ子どもたちの置かれている困難な状況をそ
の背景にある社会構造自体と併せて丁寧に説明し，ボランテイアの意義を丁寧に伝え
ていくことが必要であろう。
いずれにせよ，日本の社会に生きる者として，十分な教育支援が得られていない子
どもたちをそのまま看過することはできない。現在の現実的な条件の中でも継続して
支援活動を続けていく必要がある。
【注】
l金沢大学l玉l際学類(2009年度～2013年度金沢大学|玉|際機構留学生センター 長）
2金沢大学大学院人間社会環境研究科博士前期課程u本語教育･u本文化研究コース在籍
3金沢大学地域創造学類
4現「いしかわ地球市民の会」
52008年9月のリーマンショックによる大量解雇やさまざまな社会情勢によって,u系の就労者の数は常
に変動している。最近でもブラジルのワールドカップ景気の影響なのか帰|玉I者が増え，小松市在住の日
系ブラジル人の数は大幅に減った。
6児童・生徒の数は，小松市によると，各年度4Hの段階で,2011年度小学生71名中学生27名計98名，
2012年度小学生68名中学生28名系96名,2013年度小学生48客中学生30名計78名,2014年度小学生38名中
学生31名計69名である（小学生:7歳から12歳，中学生13歳から15歳)。
7小松市では，外国籍市民は集住ではなく散在して居住しているため，子どもたちへの支援策を効果的に
行うことがなかなかできにくい難しさがある。
82014年度。小松市教育委員会による。
9現会長
10同申請害による。
l1活動自体は2時からであるが，金沢巾もりの里に1時に集合し，小松に出かけている。
12現在では，子どもたちの集中力の観点から2時から3時半までの90分間の活動にしている。なお,2年
目には一時期午前中に学習支援を行った。当事者からは平口の夕方開催の希望も出ているが，金沢大学
と小松市の距離の関係および論者等の都合から,u曜|_|の午後の開催にとどまっている。
13見学学生を含む。
14高校進学の実績であるが，本活動に参加した子どもたちの高校入学は,2010年度2名,2011年度3名，
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2012年度1名,2013年度1名,2014年度6名であった。
教育課程のあらゆる段階におけるドロップアウトの問題も大きいが，さらに深刻なのが未就学の子ども
の存在である。
金沢大学国際学類志村ゼミ・地域創造学類神谷ゼミ『2012年度コンソーシアム石川地域課題セミナ
アール在住外国人保護者のための教育に対する意識調査報告書』2013年3月。
回答数は28。なお，質問紙はu本語とポルトガル語の二種類用意した。
配布物にはポルトガル語で提供されるものもある。
宇佐美まゆみ(2011)「華本的な文字化の原則(BasicTranscriptionSystemfbrJapanese:BTSJ)2011年
l5
l6
??????
基 TranscriptionSystemfbrJapanese:BTSJ)2
版」http://www.tufs.acjp/ts/personal/usamiken/bt92011.pdf(最終閲覧U:2013年ll月20U)
規定の参加数に達した学生には，「異文化体験実習I」のiii位を認定した（現在は行っていない)。20
21
22
｢お世話になった先生の力になれる」や「友達に誘われたから」という理由も間
アンケート調査によると,21"75%が学習支援の存在を知っていると回答した。
や「友達に誘われたから」という理由も聞かれた。
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StudySupportfOrChildrenwithForeignRootsin
Komatsu
MegumiShimura,RikoHirazawaandHirooKamiya
Abstract
SincerevisionofthelmmigrationControlandRefilgeeRecognitionLawinl990,there
havebeenmanyfbreigncitizenswithJapaneseroots,especiallyBrazilians,inKomatsuCity.
Theirchildrenappearnottohavemanyproblemsintheirdailylives,becausetheirJapanese
skillsaresufficientindailycommunication・Buttherearealotofchildrenwhosufferdue
toinadequatelanguageskillfbrtrainingintheschools.Suchchildrenoftenhavedifficulty
keepingupwithothersintheirtrainingintheclassroom.
Since2009wehavebeensupportingchildrenwithfbreignrootseverySundayafternoonin
cooperationwiththeKomatsulnternationalAssociation.OnAveragewemetandworked
’
35.2timesinayearinthelastfiveyearsuntil2013.Wehad3.03participants,3.05students
volunteers,andl.02universitystaff.
Duringoursupportingactivitieswemakeapointnotonlyofteachinginthenarrow
meaningofeducationbutalsooflearningandsharingtogetherwithchildren・Thefirstaimof
ourprqectis:tohavestudentsgotoHighSchoolandgraduate,becausegraduationhom
highschoolistheminimaleducationalleveltoliveadequatelyinJapanesesociety.The
secondaimis:tohaveJapanesecommunitysupportchildrenwithfbreignroots.Itisfbrthem
verycrucialtofeeltheyareacceptedbyJapanesesociety.Thethirdaimis:tohaveJapanese
volunteersexperiencetheimportanceofmulticulturalsociety.
ThehumanrightofeducationcannotbefUllyrealizedwithoutcompulsoryeducationfOr
childrenwithfOreignroots.Essentially,educationalpolitics,includingtheguaranteeof
educationoftheirmothertongueandculture,shouldbeactivelyandproperlydoneaspartof
theresponsibilitycamedbythewholeofJapanesesociety.Giventherealities,however,our
prmectshouldprimarilyremainasasupplementaryactivity・Butwecannotoverlookthe
situationofchildrenwithfbreignrootswhodonotfUllyeljoytherighttoeducation.Thus,
itisnecessaryfbrustocontinuewithourprqjectdespitetheseverysevereconditions.
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